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しまいます。

　三つめに、現場社会が「おどし杜会」では

ないか、10数年間生きている彼らが脅された

り叱口宅されたりする中で生きているのではな

いかということです。「ちゃんとやるんだよ」

と最初に学校に行くとき言われますよね。「中

学は厳しいんだよ」とか「そんなことで高校

受験落ちちゃうよ」とか「そんなことでは社

会で生きていけないよ」とか。なんでそんな

に脅さなければいけないのか、杜会ってそん

なに恐ろしいものなんだろうかと思います。

そういう脅しを受け続けている中にいると社

会に対する「怖れ」ばかりがふくらんでしま

いますよね。

　このような自立しにくいシステム、自立す

るのが困難な杜会に彼らは生きているのでは

ないかと思います。

　自分が何していいか分からないというのが

青年に共通の思いがあるような気がします。

自分らしさを見つけていく、自分が何者かを

見つけていくということは、他者との関係で

す。関係性の中で白分を見つけていくのです

から、コミュニティの再生なしには自分らし

さの発見、青年の自立支援は難しいのではな

いかと思います。

　高校中退した18歳の青年が、「俺の老後はも

うだめだ」と言うんです。両親は猛烈に働い

ていて、「自分たちはこんなに苦労して働いて

いるんだから、老後は安泰だ。お前はだめじ

ゃ」と言われ続けていて。何だか淋しいです

よね。「老後」なんて言う前に、今の自分をつ

くっていくイメージも持てないで苦しい思い

をしている彼らをどうしたらいいのか。

　私は「大丈夫だよ、きっと一緒に生きてい

けるよ」とか「君だってそのままでいいじゃ

ない」というのを言葉だけでなくて、リアリ

テイを持って語れるようになるには、協同の

働き方が現実杜会の中で根付いて行く中でし

かありえないんだろうと思っています。いま

新自由主義が言われていますが、「自分で力つ

けなさい、それなりの条件は行政も整備する

けれど後は白分の責任だから、だめな人間は

生きていく資格がないんだ」という中で生き

ていくのはしんどいですよね。絶えず勝ち続

けることを求められ、絶えず自分を高めるこ

とを求められてしまう。

　「もういいんだよ。君が生きているそのこと

がそのまま素敵なことなんだよ」というメッ

セージを求めている彼らが、「今のお前はだめ

なんだよ」「もっともっと」と言われ続ける中

で生きていかなくてはいけないのなら、確か

に社会は怖いところなんですね。そういう

「追い立ての論理」ではなくて、協同の働き方

の中で人間への信頼だとか、将来への展望が

育まれていくのではないかと思います。人と

人とが競争して争い合って経済活動をしてい

くのではなく、手をつなぎ合ったり、仕事を

分かち合ったりしていくことが求められてい

ると思います。

　そんな思いで手を打ってみたのが「SCH00L

T0W0RK」という講座です。「これからの働き

方発見セミナー」というキャッチコピーで講

座を開きました。今年の6月から7月にかけて

全6回。あまりトップランナーのかっこいい人

ではなくて、ちょっと前を行く先輩。「あ、あ

れくらいなら俺もできるかもしれない」とい

うようなリアリテイを持った、等身大の先輩

に来てもらいました。食べ物の分野で働いた
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り、環境ビジネスとかNG0で働く青年やマス

コミや大工さんや福祉の分野で働く人に来て

もらって、ワークショップを開いたり、実際

の作業を体験したりしました。ほんとうはこ

ういう講座を持つ中で、「この仕事おもしろい。

ちょっと参加させて」と最初はボランテイア

かもしれないけれど、労働現場で働くように

なればいいなと思っています。

　私たちの発行する『カンパネルラ』という

雑誌では、東京で講座を開くだけでなく、日

本中にそういうステキな生き方をしている人

を、学生自身が取材し、編集や校正もして発

行しています。編集委員会に参加する青年た

ち自身が、いろいろな生き方に触れながら、

それを記事にしています。全国に400名弱いる

私たちNPOの会員がその雑誌を売って、広げ

ていきます。時には注文を付けたり文句をい

ったりしながら、大人たちが彼らの活動を支

えている雑誌です。こういう新しい協同の働

き方や雑誌作りを文化学習協同ネットワーク

という使命共同体というコミュニティが支え

ていると言ったら自画自賛しすぎるかもしれ

ませんが、そういう流れでやっています。

　こういった協同のあり方が進む中で、はじ

めて彼らが生き生きしていけるのではないか

と思っています。そういうコミュニティを広

げたいと思っています。私たちのような教育

機関や教育NP0、社会的自立を支えていきた

いという立場の者が、労働の現場がつながっ

ていくことがとても求められていると思いま

す。

　私たちの卒業生でプータロウやっていた19

歳の青年が、今愛媛の無茶々園というみかん

農園に行っています。「将来なんてどうでもい

い」と言っていた彼が、「自分が作ったみかん

に愛着を感じる」とか、「菜っぱを虫に食われ

て、あの虫腹立つんだよなあ」という思いを

電話や手紙で語ってくれると、「ああ、こいつ

生きているんだな」って実感しますよね。そ

ういう働く現場でホンモノのオヤジやオバサ

ンに会ったときに、彼らは本当によく話を聞

くんですね。悔しいですけどね、僕らの話は

まともに聞きもしないのに。でもそういった

「現場の教育力」を生かしていきたいと思って

います。

　センター事業団などでそういう場を作って

いけないだろうか、さぼったり時には迷惑か

けるかもしれませんが、あくまで教育活動の

一環だということで、時には行政にお金を出

させて、1ヶ月なり2ヶ月子どもを経験させ

てくれないでしょうか。自分が働くことやや

ったことが回りに受け入れられて認められて、

実際に実になってくるという経験の中でどん

なに彼は救われるだろう、白分らしさや自己

肯定感をもっていくだろう、働くと言うこと

のイメージがどんなに豊かになっていくだろ

う、そんな事業を起こしていけたらいいと思

います。

　そういう論理、協同で働いている人がつな

がっていくという論理が、先ほどの杜会に対

する「恐れ」や「不安」を払拭しながら、「あ

こがれ」や「希望」を育んでいけるのではな

いかと思います。そういうものを育んでいく

のが、私の願いであり、私たちの責務である

ことを訴えたくて、今日ここに来ました。あ

りがとうございました。




